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＜週間予定・連絡事項＞

· 11/7（火）、8（水）17：30～18：30メモリアルホールにて課内研修（伝達講習）があります。
テーマ：「精神科看護初任者研修～精神疾患論～」　講師：中村　美奈子さん（西病棟G）

· 12/1（金）、2（土）18：00～19：00メモリアルホールにて法人研修があります。
テーマ：「交通事故に遭わないために」　講師：大丸　特久剛様　（八戸警察署）
WIZにて出欠登録を行って下さい。

· 11/10（金）15：00より食事サービス提供委員会があります。（池田CWが出席）

· 上久保　善朗様～本日退院療養会議があり、11/7（火）退院となります。

· 小比類巻　昇様～北病棟入院中。本日10：00よりデイケア見学されています。

· 上川原　豊様　～11/7（火）16：00よりケア会議があります。（木村NSが出席）

＜外来情報＞

· 我満　奈津紀様～精神的に安定しているとのこと。婦人科受診は11/21（木）との報告あり。胃部
　　　　　　　　不快感のためにFK散継続処方となっている。

＜利用者様情報＞
· 杉澤　恵子様～日中尿汚染があることについて、先週末本人に排泄コントロールの必要性を伝え、
　　　　　　　衣類への尿汚染防止のために尿取りパットの購入を提案している。本日、本人より
　　　　　　　パットを購入したと報告あり、「下着が汚れなくていいね」と話されている。
　　　　　　　→今後の対応について
　　　　　　　年齢やADLの観点から、尿取りパットに頼り切るのではなく、排泄のパターンを
　　　　　　　自覚しコントロールが出来ることが望ましい。
　　　　　　　①通所利用時の1日の水分摂取量とトイレの回数を記録する。
　　　　　　　②水分摂取量と排泄との関係について話し合い、コントロールの自覚を促す。
　　　　　　　③排泄コントロールの筋力運動を行っていく。

· 古舘　ヨリ様～表情冴えず「入院した方がいいかな」とスタッフに話し掛けている。具体的に伺う
　　　　　　　と、「アパートの部屋の電球が切れてしまったが、自分では手が届かなくて交換が
　　　　　　　できず、大家さんに頼むのも気が引ける」「生活費がかかって大変」「戸締りを
　　　　　　　しても夜不安になる」など単身生活の不安などを話されている。
　　　　　　　→単身生活の不安については話を傾聴し、必要であればデイスタッフが自宅を訪問
　　　　　　　して対応できることを説明していく。

· 高橋　百壽様～本日状況確認の為、本人に電話連絡をとっている。体調について「まだかったるい」
　　　　　　　ため、「まだしばらくデイケアを休みます」と話されている。週数回でよいので、
　　　　　　　状況確認のためにデイケアに連絡していただきたいことを伝えている。

· 田名部　浩平様～本日来所予定日だが連絡なく欠席されている。午前中2回本人宅に電話連絡して
　　　　　　　　いるが不在。外来担当医からは、少し休ませ様子を見るようにとの指示あり。
　　　　　　　　→夕刻再度本人宅に連絡する。11/8（水）は外来受診日のため、外来にて母様に
　　　　　　　　本人の様子について伺う。

＜デイケア事例検討＞

大釜　久直様（55）統合失調症

【経過】

· H17年9月ブドウ膜炎で八戸赤十字病院入院のためデイケア退所。その後自宅療養を経てH18年2/13より再利用開始となっている。H18年5月頃、特定メンバーへの過度の接触、幻覚妄想様発言など一時的に不安定さが見られ、ご家族に連絡を取り主治医（八戸赤十字病院精神科）に相談していただく。服薬調整により状態安定し、以降は不安定さなく経過している。

【現状】

· 生活リズム～五戸町の送迎サービスを利用して通所。来所・帰宅時間はおおむね守られている。
　　　　　　プログラム時間中に外来待合に行くことはあるが、所在確認はできている。

· プログラム～時折参加拒否し見学のみで過ごすことはあるが、発言は機嫌よくされている。

· 食事摂取　～「副食のみ残す」「主食・副食とも1/3ずつ残す」など食べ方にむらが見られること
　　　　　　がある。家族からも同じような食べ方をすることがあるとの報告あり。通所前に間食
　　　　　　している様子があり、その時は昼食を残している。

【今後の対応】

· 利用時の所在確認の徹底
→状態不安定時には立ち歩きが多く、不機嫌さや独語が増えるため、状態変化とあわせて所在確認を徹底する。

· 食事摂取量の確認
→食事摂取量が少ない時には、間食の有無を確認しトータルの摂取量を把握する。体重の変化にも留意する。

＜環境整備＞

○通所玄関の整備

・靴を脱いだ際に、下駄箱に入れずそのまま置いておくメンバーがおり、歩行不安定のメンバーが靴を脱ぎ着する際に不自由となっている。
→下駄箱の空き箇所を確認し、メンバーに対しては靴を必ず下駄箱に入れるように説明する。

＜プログラム検討＞

○クリスマス忘年会

①1日の流れについて

· 10：30開会～15：30閉会

· 午前（10：30～12：00）と午後（14：00～15：30）に余興・ゲームを行う

②スタッフの分担

全体調整～木村、月舘、瀧澤

事前：装飾作り～中居、上平　　　景品準備～東、月舘

当日：調理配膳～佐々木、池田　　服薬確認・メンバー対応～月舘、服部

